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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　霧化装置を備える電子タバコに用いられる電池装置であって、
　前記電池装置は、収容内腔を有するハウジングと、給電ユニットと、貯液ユニットと、
接続部材とを備え、前記給電ユニットと前記貯液ユニットとが何れも前記収容内腔内に設
けられ、前記接続部材が前記貯液ユニットの開口端に設けられることにより、前記霧化装
置が前記開口端から前記貯液ユニット内に挿入可能であるとともに、前記接続部材を介し
て前記電池装置に取り外し可能に接続され、
　前記ハウジングには、前記貯液ユニット内のタバコリキッドの余剰量を観察するための
ウィンドウが設けられており、
　前記貯液ユニットは、タバコリキッドを貯蔵するための貯液管と、電極接触部材とを備
え、前記電極接触部材は、前記貯液管の底部に設けられており、前記霧化装置と電気的に
接続するための一方端が前記貯液管の底部を貫通して前記貯液管の内腔に延入し、他方端
が前記給電ユニットに電気的に接続されることを特徴とする電池装置。
【請求項２】
　前記貯液ユニットは、前記貯液管の底部と前記電極接触部材との間に設けられるシール
部材を更に備えることを特徴とする請求項１に記載の電池装置。
【請求項３】
　前記給電ユニットは、電池と、回路板ホルダと、回路板と、キーユニットとを備え、前
記回路板が前記回路板ホルダに設けられて前記電池に電気的に接続され、前記キーユニッ



(2) JP 6820142 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

トが前記ハウジング外に露出して前記回路板に電気的に接続されていることを特徴とする
請求項１に記載の電池装置。
【請求項４】
　前記回路板には、ＵＳＢソケットが設けられ、前記ハウジングには、前記ＵＳＢソケッ
トに対応するＵＳＢソケット接続孔が開けられていることを特徴とする請求項３に記載の
電池装置。
【請求項５】
　前記ハウジングは、ケースと、取り外し可能に又は固定でケースに設けられる底蓋とを
備え、前記ケースと前記底蓋とが前記収容内腔を画成し、前記電池が前記底蓋上に支持さ
れることを特徴とする請求項３に記載の電池装置。
【請求項６】
　前記給電ユニットは、前記電池と前記底蓋との間に設けられる電池パッドを更に備える
ことを特徴とする請求項５に記載の電池装置。
【請求項７】
　前記ケースは、両端を貫通する空管状をなすことを特徴とする請求項５に記載の電池装
置。
【請求項８】
　前記接続部材は、ネジリングであることを特徴とする請求項１に記載の電池装置。
【請求項９】
　電池装置と霧化装置とを備える電子タバコであって、
　前記電池装置は、上記請求項１から８の何れか一項に記載の電池装置であることを特徴
とする電子タバコ。
【請求項１０】
　霧化装置を備える電子タバコに用いられる電池装置であって、
　前記電池装置は、貯液ユニットと、収容内腔を有するハウジングと、前記収容内腔内に
設けられる給電ユニットとを備え、前記貯液ユニットが貯液台座及び貯液管を備え、前記
貯液台座が固定端と前記固定端に対向する開口端とを備え、前記固定端が前記収容内腔内
に固定設置され、前記開口端が前記収容内腔外に延出し、タバコリキッドを貯蔵するため
の前記貯液管は、ガラス管とし、その底端が前記開口端外に挿抜可能に嵌合され、前記霧
化装置の一方端が前記貯液管の頂端から前記貯液管内に挿入し、前記開口端に取り外し可
能に接続可能であり、
　前記貯液ユニットは、第１電極接触ユニットを更に備え、前記開口端は、前記固定端の
頂部が前記収容内腔から離間する方向において延在することで形成され、前記開口端と前
記固定端とによる取り囲みによって、前記第１電極接触ユニットを収容するための内腔が
形成され、
　前記第１電極接触ユニットは、前記固定端に設けられており、前記霧化装置と電気的に
接続するための一方端が前記内腔に延入し、他方端が前記収容内腔に延入して前記給電ユ
ニットに電気的に接続されていることを特徴とする電池装置。
【請求項１１】
　前記貯液ユニットは、貯液シール部材を更に備え、前記開口端の外面と前記固定端との
間には、装着段差が形成され、前記貯液シール部材は、前記装着段差上に支持され、前記
貯液管の底端と前記開口端との間に密閉設置されることを特徴とする請求項１０に記載の
電池装置。
【請求項１２】
　前記給電ユニットは、電池と、回路板ホルダと、回路板と、キーとを備え、前記電池、
前記回路板ホルダおよび前記回路板が何れも前記収容内腔内に収容され、前記回路板が前
記回路板ホルダに設けられて前記電池に電気的に接続され、前記キーの一方端が前記ハウ
ジング外に露出し、前記キーの他方端が前記ハウジング内に位置して前記回路板に電気的
に接続されていることを特徴とする請求項１０に記載の電池装置。
【請求項１３】
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　前記回路板には、ＵＳＢソケットが設けられ、前記ハウジングには、前記ＵＳＢソケッ
トに対応するＵＳＢソケット接続孔が開けられていることを特徴とする請求項１２に記載
の電池装置。
【請求項１４】
　前記開口端の内面には、前記霧化装置に取り外し可能に接続される雌ネジが設けられて
いることを特徴とする請求項１１から１３の何れか一項に記載の電池装置。
【請求項１５】
　電池装置と霧化装置とを備える電子タバコであって、
　前記電池装置は、上記請求項１１から１４の何れか一項に記載の電池装置であることを
特徴とする電子タバコ。
【請求項１６】
　前記霧化装置は、上蓋と、接続管と、霧化ヘッドとを備え、前記上蓋は、切り離し可能
に前記貯液管の頂端を覆い、前記接続管は、一方端が前記上蓋に取り外し可能に接続され
、他方端が前記開口端に取り外し可能に接続され、前記霧化ヘッドは、前記接続管内に嵌
合されていることを特徴とする請求項１５に記載の電子タバコ。
【請求項１７】
　前記接続管の前記開口端に接続される側には、雄ネジが設けられ、前記開口端の頂端の
内周面が内方へ延在して接続部が形成され、前記接続部の内径が前記接続管の外径にフィ
ットし、前記接続部の内周面には、前記接続管の雄ネジにフィットする雌ネジが設けられ
ていることを特徴とする請求項１６に記載の電子タバコ。
【請求項１８】
　前記電子タバコは、ガス調節ユニットを更に備え、前記ガス調節ユニットは、通気管と
、ガス調節リングとを備え、前記通気管の一方端が前記上蓋内に挿入され、前記ガス調節
リングが前記通気管の他方端の外周に回動可能に嵌合され、前記ガス調節リングの側壁に
ガス調節溝が開けられ、前記上蓋には、前記ガス調節溝に連通するまたは前記ガス調節溝
からずれる吸気孔が開けられていることを特徴とする請求項１６に記載の電子タバコ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子タバコ分野に関し、特に電池装置及び当該電池装置を有する電子タバコ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電子タバコは、一般的に霧化装置及び電池装置を備え、電池装置が一般的に一体
化設計となっているが、霧化装置が一般的に霧化ヘッド、台座及び貯液ユニットを備える
。通常、このような電子タバコの組み立ては、複雑である。一態様において、ユーザが電
子タバコを組み立てる際、台座の一方端をネジを介して電池装置に接続してから、台座の
他方端をネジを介して貯液ユニットに接続する必要がある。即ち、２回のネジ接続が必要
である。別の態様において、長期間の使用後、ネジが磨耗して台座と電池装置との接続を
緩めて、更に霧化ヘッドと電池装置との電気接触の不良を引き起こす。その一方、台座を
貯液ユニットに固定接続して接続回数を減らすと、台座に電気接続部材が設けられること
が一般的であるため、貯液ユニットの洗浄が困難になる。
【０００３】
　従来の電子タバコは、一般的に、２つの部品、即ち、アトマイザーと電池部品の組立に
よって構成される。アトマイザーは、一般的に貯液ユニット、霧化ユニット等をさらに備
え、組み立てが煩雑であるとともに、注液時に、一般的にアトマイザーを電池部品から取
り外してからアトマイザーの貯液ユニットを開く必要がある。そうでなれけば、注液がで
きません。また、電池部品のハウジングがアトマイザーにほぼ一致する円柱形や他の角柱
形である電子タバコもあるため、電池部品のハウジングの空間利用率が高くない。
【０００４】
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　また、従来の多数の電子タバコに子供防護装置が設けられていない。子供が電子タバコ
を手にした後、簡単な操作だけで貯液ユニット内のタバコリキッドに触れることが可能で
あるため、子供が容易にタバコリキッドに触れたり、タバコリキッドを誤食したりする恐
れがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それに鑑みて、組み立てが簡単であり接続が確実である電池装置を提供する必要がある
。
【０００６】
　更に、当該電池装置を有する電子タバコを提供する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、電池装置を提供する。当該電池装置は、霧化装置を備える電子タバコに用い
られ、前記電池装置は、収容内腔を有するハウジングと、給電ユニットと、貯液ユニット
と、接続部材とを備え、前記給電ユニットと前記貯液ユニットとが何れも前記収容内腔内
に設けられ、前記接続部材が前記貯液ユニットの開口端に設けられることにより、前記霧
化装置が前記開口端から前記貯液ユニット内に挿入可能であるとともに、前記接続部材を
介して前記電池装置に取り外し可能に接続されている。
【０００８】
　１つの実施例において、前記貯液ユニットは、タバコリキッドを貯蔵するための貯液管
と、電極接触部材とを備え、前記電極接触部材は、前記貯液管の底部に設けられ、一方端
が前記貯液管の底部を貫通して前記貯液管の内腔に延入して前記霧化装置に電気的に接続
され、他方端が前記給電ユニットに電気的に接続されている。
【０００９】
　１つの実施例において、前記貯液ユニットは、前記貯液管の底部と前記電極接触部材と
の間に設けられるシール部材を更に備える。
【００１０】
　１つの実施例において、前記給電ユニットは、電池と、回路板ホルダと、回路板と、キ
ーユニットとを備え、前記回路板が前記回路板ホルダに設けられて前記電池に電気的に接
続され、前記キーユニットが前記ハウジング外に露出して前記回路板に電気的に接続され
ている。
【００１１】
　１つの実施例において、前記回路板には、ＵＳＢソケットが設けられ、前記ハウジング
には、前記ＵＳＢソケットに対応するＵＳＢソケット接続孔が開けられている。
【００１２】
　１つの実施例において、前記ハウジングは、ケースと、取り外し可能に又は固定でケー
スに設けられる底蓋とを備え、前記ケースと前記底蓋とが前記収容内腔を画成し、前記電
池が前記底蓋上に支持される。
【００１３】
　１つの実施例において、前記給電ユニットは、前記電池と前記底蓋との間に設けられる
電池パッドを更に備える。
【００１４】
　１つの実施例において、前記ケースは、両端を貫通する空管状をなす。
【００１５】
　１つの実施例において、前記接続部材は、ネジリングである。
【００１６】
　本発明は、電子タバコを提供する。当該電子タバコは、電池装置と霧化装置とを備え、
前記電池装置は、上記電池装置である。
【００１７】
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　本発明は、電池装置を更に提供する。当該電池装置は、霧化装置を備える電子タバコに
用いられ、前記電池装置は、貯液ユニットと、収容内腔を有するハウジングと、前記収容
内腔内に設けられる給電ユニットとを備え、前記貯液ユニットが貯液台座及び貯液管を備
え、前記貯液台座が固定端と前記固定端に対向する開口端とを備え、前記固定端が前記収
容内腔内に固定設置され、前記開口端が前記収容内腔外に延出し、前記貯液管の底端が前
記開口端外に挿抜可能に嵌合され、前記霧化装置の一方端が前記貯液管の頂端から前記貯
液管内に延入し、前記開口端に取り外し可能に接続可能である。
【００１８】
　更に、前記貯液ユニットは、貯液シール部材を更に備え、前記開口端の外面と前記固定
端との間には、装着段差が形成され、前記貯液シール部材は、前記装着段差上に支持され
、前記貯液管の底端と前記開口端との間に密閉設置される。
【００１９】
　更に、前記貯液ユニットは、第１電極接触ユニットを更に備え、前記開口端は、前記固
定端の頂部が前記収容内腔から離間する方向において延在することで形成され、前記開口
端と前記固定端とによる取り囲みによって、前記第１電極接触ユニットを収容するための
内腔が形成され、前記第１電極接触ユニットは、前記固定端に設けられ、一方端が前記内
腔に延入して前記霧化装置に電気的に接続され、他方端が前記収容内腔に延入して前記給
電ユニットに電気的に接続されている。
【００２０】
　更に、前記給電ユニットは、電池と、回路板ホルダと、回路板と、キーとを備え、前記
電池、前記回路板ホルダおよび前記回路板が何れも前記収容内腔内に収容され、前記回路
板が前記回路板ホルダに設けられて前記電池に電気的に接続され、前記キーの一方端が前
記ハウジング外に露出し、前記キーの他方端が前記ハウジング内に位置して前記回路板に
電気的に接続されている。
【００２１】
　更に、前記回路板には、ＵＳＢソケットが設けられ、前記ハウジングには、前記ＵＳＢ
ソケットに対応するＵＳＢソケット接続孔が開けられている。
【００２２】
　更に、前記開口端の内面には、前記霧化装置に取り外し可能に接続される雌ネジが設け
られている。
【００２３】
　本発明は、電子タバコを提供する。当該電子タバコは、電池装置と霧化装置とを備え、
前記電池装置は、上記電池装置である。
【００２４】
　更に、前記霧化装置は、上蓋と、接続管と、霧化ヘッドとを備え、前記上蓋は、切り離
し可能に前記貯液管の頂端を覆い、前記接続管は、一方端が前記上蓋に取り外し可能に接
続され、他方端が前記開口端に取り外し可能に接続され、前記霧化ヘッドは、前記接続管
内に嵌合されている。
【００２５】
　更に、前記接続管の前記開口端に接続される側には、雄ネジが設けられ、前記開口端の
頂端の内周面が内方へ延在して接続部が形成され、前記接続部の内径が前記接続管の外径
にフィットし、前記接続部の内周面には、前記接続管の雄ネジにフィットする雌ネジが設
けられている。
【００２６】
　更に、前記電子タバコは、ガス調節ユニットを更に備え、前記ガス調節ユニットは、通
気管と、ガス調節リングとを備え、前記通気管の一方端が前記上蓋内に挿入され、前記ガ
ス調節リングが前記通気管の他方端の外周に回動可能に嵌合され、前記ガス調節リングの
側壁にガス調節溝が開けられ、前記上蓋には、前記ガス調節溝に連通するまたは前記ガス
調節溝からずれる吸気孔が開けられている。
【００２７】
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　本発明は、電子タバコを提供する。当該電子タバコは、霧化ユニットを備え、前記霧化
ユニットは、吸気管と、ロック解除部材と、遮断部材とを備え、前記吸気管の上端外側に
前記ロック解除部材が嵌合され、前記遮断部材は、前記吸気管の外側に嵌合され、前記吸
気管と前記ロック解除部材との間に設けられ、前記吸気管には、止めボス或いは止め凹溝
が設けられ、前記ロック解除部材には、止め凹溝或いは止めボスが設けられ、前記遮断部
材は、弾性部材であり、前記止めボスに係合する遮断凹溝が設けられ、ロック解除部材を
押圧して前記止め凹溝と止めボスとを互いに掛り合わせるとき、前記電子タバコは、ロッ
ク解除可能状態になる。
【００２８】
　さらに、前記電子タバコは、ハウジング内に設けられる電池ユニット及び貯液ユニット
を更に備え、前記貯液ユニットは、貯液キャビティを有し、前記霧化ユニットの一部は、
前記貯液キャビティ内に嵌合されている。
【００２９】
　さらに、前記吸気管の外周には、接続ネジが設けられ、前記貯液ユニットは、前記接続
ネジに係合するネジリングを更に備え、前記接続ネジとネジリングとの係合によって前記
吸気管が貯液ユニットに取り外し可能に接続される。
【００３０】
　更に、前記ネジリングは、前記貯液キャビティの上端に設けられている。
【００３１】
　更に、前記霧化ユニットは、霧化ヘッドを備え、前記吸気管の下端は、前記霧化ヘッド
に取り外し可能に接続され、前記吸気管の上端に近い周側が外方へ延在して突縁が形成さ
れ、前記吸気管の下端と前記突縁との間には、接続部が形成され、前記接続ネジは、前記
接続部の外周に設けられている。
【００３２】
　更に、前記霧化ユニットは、霧化管と、吸気排気分岐管とを更に備え、前記吸気管は、
前記吸気排気分岐管の外側に嵌合され、前記霧化管の一方端は、前記霧化ヘッドに連通し
、前記霧化管の他方端は、前記吸気排気分岐管に緊密係合する。
【００３３】
　さらに、前記霧化ヘッドの底部には、第１電気接触部材が設けられ、前記貯液ユニット
には、前記第１電気接触部材に電気的に接続される第２電気接触部材が設けられている。
【００３４】
　さらに、前記電池ユニットは、電池と、前記ハウジング内に取り付けられる回路基板ユ
ニットホルダと、前記回路基板ユニットホルダ上に取り付けられる前記回路基板ユニット
と、前記ハウジングの末端に取り付けられる電池パッドと、前記ハウジングに締り嵌めさ
れる電池底蓋とを備える。
【００３５】
　さらに、前記遮断部材は、ゴムまたはシリカゲル材質である。
【００３６】
　さらに、前記電子タバコは、取り外し可能な吸口を更に備え、前記吸気排気分岐管の前
記霧化管から離間する側には、取付孔が開けられ、前記吸口の一方端は、前記取付孔内に
挿入する。
【００３７】
　本発明は、電子タバコを更に提供する。当該電子タバコは、霧化ユニットと電池ユニッ
トとを備え、霧化ユニットが吸気管ホルダ、排気管、霧化ヘッドおよび調節リングを備え
、吸気管ホルダが吸気管及び吸気管の一方端に接続される吸気調節端を備え、吸気管の管
路と吸気調節端の管路とが連通して吸気管ホルダの通路を形成し、排気管が吸気管ホルダ
の通路内に嵌合されて吸気管ホルダの通路を排気通路と吸気通路とに区画し、霧化ヘッド
が吸気管の吸気調節端から離間する側に接続され、調節リングが吸気調節端に嵌合され、
電池ユニットは、貯液キャビティを有する電池ハウジングと、電池ハウジング内に設けら
れる電池とを備え、貯液キャビティは、タバコリキッドを収納し、貯液キャビティの底端



(7) JP 6820142 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

には、電池に電気接続される電池極性接触部材が設けられ、霧化ユニットは、前記吸気管
ホルダを介して貯液キャビティ内に取り外し可能に取り付けられ、霧化ヘッドが電池極性
接触部材に電気的に接続されている。
【００３８】
　さらに、前記吸気調節端は、吸気調節セグメントを備え、吸気調節セグメントの管壁に
は、吸気孔が開けられ、前記調節リングのリング壁には、前記吸気孔に連通する調節孔が
開けられ、前記調節リングの回動または上下移動によって、吸気通路に進入する吸気量が
調節される。
【００３９】
　さらに、前記吸気管ホルダは、前記吸気管と吸気調節端との間に設けられる接続セグメ
ントを備え、前記接続セグメントの外周壁には、雄ネジが形成され、貯液キャビティの頂
端開口には、前記雄ネジに係合するための雌ネジが設けられている。
【００４０】
　さらに、前記電池ハウジングは、メインケースと、上蓋とを備え、メインケースは、収
納キャビティを有し、収納キャビティ内には、前記上蓋によって覆われる前記電池が組み
立てられている。
【００４１】
　さらに、前記メインケース内には、貯液管が設けられ、前記メインケースは、底板と、
底板上において対向配置される側壁と、２つの側壁の一方側を繋ぐ連結壁とを備え、連結
壁の頂端が側壁の頂端より低く、前記連結壁の上部には、前記２つの側壁に接続される頂
板が設けられ、連結壁の頂端には、貯液管を取り付けるための貯液管取付空間が形成され
ている。
【００４２】
　さらに、前記電池ユニットは、回路基板ユニットを更に備え、前記２つの側壁の内側に
は、保持バーが対向するように設けられ、前記回路基板ユニットは、回路基板と、電池デ
ッキとを備え、回路基板の一面に保持バーが密着し、他面に電池デッキが固定接続され、
電池デッキの回路基板に対向する面には、電池のための取付空間が設けられている。
【００４３】
　さらに、前記吸気管ホルダの頂端には、止めリングが設けられ、止めリングの外周には
、止めボスが凸設され、調節リングの内周壁には、止めボスに係合する止め凹溝が開けら
れ、霧化ユニットは、止めボスと止め凹溝との間に弾性当接するゴムマットを備える。
【００４４】
　さらに、前記霧化ヘッドは、霧化ヘッドスリーブと、正極接触部材と、正極絶縁パッド
と、吸液部材と、発熱部材とを備え、正極接触部材は、霧化ヘッドスリーブの一方端に嵌
合され、正極絶縁パッドを介して霧化ヘッドスリーブに対して隔離絶縁し、吸液部材は、
霧化ヘッドスリーブ内に設けられ、発熱部材は、霧化ヘッドスリーブ内に取り付けられ、
一方端が霧化ヘッドスリーブに接続され、他方端が正極接触部材に接続されている。
【００４５】
　さらに、前記発熱部材と吸液部材とは、一体化される。
【００４６】
　さらに、前記吸液部材は、セラミック発熱棒であり、前記セラミック発熱棒は、多孔質
セラミックス材料からなる。
【発明の効果】
【００４７】
　本発明の電子タバコでは、貯液ユニットが直接電池装置内に設けられるため、取付中に
、ユーザが１回のみの接続でも霧化装置と電池装置及び貯液ユニットとの接続を実施可能
である。また、利用者が霧化装置における霧化ヘッドを有する一方端を直接貯液ユニット
内に挿入するだけで、給電ユニットに電気的に接続可能であるため、取付が簡単であり、
且つ霧化ヘッドと給電ユニットとの間の電気接続がより確実になる。
【図面の簡単な説明】
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【００４８】
【図１】本発明における実施例１の電子タバコの分解模式図である。
【図２】図１に示す電子タバコの断面図である。
【図３】図２に示す電子タバコにおける電池装置の分解模式図である。
【図４】図２に示す電子タバコにおけるＡ部分の局所拡大図である。
【図５】図２に示す電子タバコにおける吸口を有する霧化装置の分解模式図である。
【図６】図５に示す電子タバコにおける吸口を有する霧化装置の組立図である。
【図７】本発明における実施例２の電子タバコの構造模式図である。
【図８】図７に示す電子タバコの軸方向の断面図である。
【図９】図８に示す電子タバコの局所分解模式図である。
【図１０】本発明の実施例３における電子タバコの正面図である。
【図１１】図１０に示す電子タバコにおける霧化ユニットと本体部分の分解模式図である
。
【図１２】図１０に示す電子タバコの爆発図である。
【図１３】図１２に示す電子タバコにおける吸気管の模式図である。
【図１４】図１０に示す電子タバコのロック状態時の断面図である。
【図１５】図１４に示す電子タバコ斜視図のＡ部拡大図である。
【図１６】図１０に示す電子タバコの押圧ロック解除状態時の断面図である。
【図１７】図１６に示す電子タバコの斜視図のＢ部拡大図である。
【図１８】図１１に示す電子タバコの爆発図の断面図である。
【図１９】図１１に示す電子タバコの霧化ユニットの爆発断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　本発明がより良く理解されるように、本発明について図面を参照しながら全面的に説明
する。図面では、本発明の好適な実施例が与えられている。しかし、本発明は、多数の異
なる形態にて実現され、本文に記述された実施例に限らない。逆に、これらの実施例の目
的は、本発明の開示内容に対する理解をより透徹で全面的にさせることにある。
【００５０】
　説明すべきことは、素子が別の素子に「固定される」と言われるとき、直接別の素子に
固定されてもよいし、仲介する素子を介して固定されてもよい。素子が別の素子に「接続
される」と言われるとき、直接別の素子に接続されてもよいし、仲介する素子を介して接
続されてもよい。
【００５１】
　別途定義しない限り、本文で使用されるあらゆる技術や科学用語は、本発明の技術分野
に属する技術者が通常理解する意味と同じである。本文では、本発明の明細書に使用され
る用語が単に具体的な実施例を記述するためのものであり、本発明に対する制限を意図し
ない。本文で使用される用語「及び／又は」は、１つまたは複数の関連する項目の任意及
び全ての組み合わせを含む。
【００５２】
　実施例１：
　図１を参照し、本発明の１つの好適な実施例において、電子タバコ１００は、電池装置
１０、霧化装置３０および吸口５０を備える。霧化装置３０は、電池装置１０と吸口５０
の間に設けられ、電池装置１０に電気的に接続され、利用者によって吸入される煙霧を発
生する。本具体的な実施例において、霧化装置３０は、ネジ接続の方式にて取り外し可能
に電池装置１０の一方端に設けられ、吸口５０は、挿拔接続の方式にて取り外し可能に霧
化装置３０の電池装置１０に対向する側に設けられている。理解できるように、他の幾つ
かの実施例において、霧化装置３０と電池装置１０との接続方式及び霧化装置３０と吸口
５０との接続方式は、需要に応じて決定可能であり、取り外し可能に接続すればよいため
、ここで限定しない。
【００５３】
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　図２と図３を参照し、電池装置１０は、収容内腔１１０を有するハウジング１１、下か
ら上へ順次収容内腔１１０に設けられる給電ユニット１３、貯液ユニット１５及び接続部
材１７を備える。
【００５４】
　ハウジング１１は、ケース１１２及び底蓋１１４を備える。ケース１１２は、両端を貫
通する空管状をなし、貯液ユニット１５内のタバコリキッドの余剰量を観察するためのウ
ィンドウ１１２１が開けられている。底蓋１１４は、取り外し可能にまたは固定でケース
１１２の一方端に設けられて、ケース１１２とともに収容内腔１１０を画成する。
【００５５】
　給電ユニット１３は、電池１３０、回路板ホルダ１３２、回路板１３４およびキーユニ
ット１３６を備える。電池１３０は、底蓋１１４上に支持され、回路板１３４は、回路板
ホルダ１３２上に設けられて電池１３０に電気的に接続され、キーユニット１３６は、ケ
ース１１２外に露出して回路板１３４に電気的に接続され、ユーザの操作に応じて電子タ
バコ１００の稼動状態を制御する。
【００５６】
　さらに、回路板１３４には、ＵＳＢソケット１３４１が設けられ、ケース１１２には、
ＵＳＢソケット１３４１に対応するＵＳＢソケット接続孔１１２３が開けられ、ユーザに
よるＵＳＢ（図示せず）の挿入接続に供される。
【００５７】
　さらに、給電ユニット１３は、電池パッド１３８を更に備え、電池パッド１３８は、電
池１３０と底蓋１１４の間に設けられ、電池１３０の任意の揺れを防止する。
【００５８】
　貯液ユニット１５は、タバコリキッドを貯蔵するための貯液管１５０と、電極接触部材
１５２を備える。電極接触部材１５２は、貯液管１５０の底部に設けられ、一方端が貯液
管１５０の底部を貫通して貯液管１５０の内腔に延入し、他方端が給電ユニット１３にお
ける回路板１３４に電気的に接続されている。
【００５９】
　さらに、図４を参照し、貯液ユニット１５は、シール部材１５４を更に備える。シール
部材１５４は、貯液管１５０の底部と電極接触部材１５２の間に設けられ、タバコリキッ
ドが貯液管１５０と電極接触部材１５２との間における隙間から流れ出ることを防止する
。
【００６０】
　図３を引き続き参照し、接続部材１７は、貯液管１５０の給電ユニット１３から離間す
る側に設けられ、即ち、貯液管１５０の開口端に設けられる。こうして、霧化装置３０は
、開口端から貯液管１５０内に挿入可能であり、接続部材１７を介して電池装置１０に取
り外し可能に接続されている。本具体的な実施例において、接続部材１７は、ネジリング
であり、霧化装置３０にネジ結合の方式にて取り外し可能に接続されている。理解できる
ように、他の幾つかの実施例において、接続部材１７と霧化装置３０との接続方式は、他
の構造、例えば、突縁と係止溝の嵌合方式等が採用されてもよいが、ここで限定しない。
【００６１】
　図５と図６を参照し、霧化装置３０は、貯液管１５０内に収容され、霧化キャビティ３
１０を有する霧化ヘッド３１と、ガス調節ユニット３３を備える。霧化ヘッド３１は、貯
液管１５０内に収容され、且つ霧化ヘッド３１の底部が電極接触部材１５２に接触するよ
うに設けられ、電極接触部材１５２を介して直接給電ユニット１３における回路板１３４
に電気的に接続されている。ガス調節ユニット３３は、霧化ヘッド３１と吸口５０の間に
連通し、霧化キャビティ３１０内に進入した気流の大きさを調節する。
【００６２】
　具体的に、ガス調節ユニット３３は、通気管３３０及び吸気排気分岐管３３２を備える
。通気管３３０の一方端が霧化ヘッド３１の電極接触部材１５２に対向する側に設けられ
、通気管３３０の他方端が吸気排気分岐管３３２に締り嵌めされる。吸口５０は、吸気排
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気分岐管３３２の通気管３３０から離間する側に設けられている。ただし、通気管３３０
と吸気排気分岐管３３２とが共同して霧化キャビティ３１０と吸口５０の間に連通する排
煙通路３３４を形成し、霧化キャビティ３１０内に霧化で形成された煙霧を排煙通路３３
４を経由して利用者の口内に吸入させる。
【００６３】
　さらに、ガス調節ユニット３３は、吸気リング３３６及び吸気調節リング３３８を更に
備える。吸気リング３３６は、通気管３３０と吸気排気分岐管３３２との接続箇所の外周
に嵌合され、吸気リング３３６の下端は、霧化キャビティ３１０に連通し、吸気調節リン
グ３３８は、吸気リング３３６上端の外周に嵌合される。ただし、吸気リング３３６と吸
気排気分岐管３３２との間における隙間、及び吸気リング３３６と通気管３３０との間に
おける隙間が吸気通路３３５を形成し、吸気リング３３６上には、吸気通路３３５に連通
する少なくとも１つの吸気孔３３６１が開けられ、吸気調節リング３３８の内壁には、ガ
ス調節溝３３８１が開けられ、吸気調節リング３３８を回動すると、ガス調節溝３３８１
が吸気孔３３６１に連通し、またはずれる、こうして、利用者が需要に応じて吸気量の大
きさを調節することが便利になる。また、ガス調節溝３３８１が吸気調節リング３３８の
内壁に設けられているため、外部に汚染される可能性が低減されるとともに、美観になる
。
【００６４】
　使用時に、ガス調節溝３３８１が吸気孔３３６１に連通したときに、外部空気がガス調
節溝３３８１、吸気孔３３６１及び吸気通路３３５から霧化キャビティ３１０に進入し、
利用者の喫煙作用の下で霧化後のタバコリキッドをつれて、排煙通路３３４、吸口５０を
経由して利用者の口内に進入する。ガス調節溝３３８１が吸気孔３３６１からずれたとき
に、吸気調節リング３３８の内壁は、吸気孔３３６１外を覆い、外部と吸気通路３３５と
の連通を遮断する。ガス調節溝３３８１と吸気孔３３６１との連通面積を調節することで
、外部空気の霧化キャビティ３１０に進入する量を調節できる。
【００６５】
　本発明の電子タバコ１００では、貯液ユニット１５が直接電池装置１０内に設けられる
。こうして、取付中に、ユーザが１回のみの接続でも霧化装置３０と電池装置１０及び貯
液ユニット１５との接続を実施可能である。また、利用者が霧化装置３０における霧化ヘ
ッド３１を有する一方端を直接貯液ユニット１５内に挿入するだけで、給電ユニット１３
に電気的に接続可能であるため、取付が簡単であり、且つ霧化ヘッド３１と給電ユニット
１３との間の電気接続がより確実になる。
【００６６】
　実施例２：
　図７を参照し、本発明の１つの好適な実施例において、電子タバコ１００ｃは、電池装
置１０ｃ、霧化装置３０ｃおよび吸口５０ｃを備える。霧化装置３０ｃは、電池装置１０
ｃと吸口５０ｃの間に設けられ、電池装置１０ｃに電気的に接続され、電池装置１０ｃの
電気駆動の下で利用者によって吸入される煙霧を発生する。
【００６７】
　図８と図９を参照し、電池装置１０ｃは、収容内腔１１０ｃを有するハウジング１１ｃ
、給電ユニット１３ｃおよび貯液ユニット１５ｃを備える。ハウジング１１ｃは、一方端
が開口した中空円柱形をなし、ケース１１２ｃ及び底蓋１１４ｃを備える。ケース１１２
ｃは、両端を貫通する中空管状をなし、底蓋１１４ｃは、取り外し可能にまたは固定でケ
ース１１２ｃの一方端に設けられ、ケース１１２ｃとともに収容内腔１１０ｃを画成する
。
【００６８】
　給電ユニット１３ｃは、電池１３０ｃ、回路板ホルダ１３２ｃ、回路板１３４ｃおよび
キー１３６ｃを備える。電池１３０ｃ、回路板ホルダ１３２ｃおよび回路板１３４ｃは、
何れも収容内腔１１０ｃ内に収容される。電池１３０ｃは、底蓋１１４ｃ上に支持され、
回路板１３４ｃは、回路板ホルダ１３２ｃ上に設けられ、電池１３０ｃに電気的に接続さ
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れている。キー１３６ｃの一方端がハウジング１１ｃ外に露出し、キー１３６ｃの他方端
がハウジング１１ｃ内に位置し、回路板１３４ｃに電気的に接続され、ユーザの操作に応
じて電子タバコ１００ｃを制御する。
【００６９】
　さらに、回路板１３４ｃには、ＵＳＢソケット１３４１ｃが設けられ、ケース１１２ｃ
には、ＵＳＢソケット１３４１ｃに対応するＵＳＢソケット接続孔１１２３ｃが開けられ
、ユーザによるＵＳＢ（図示せず）の挿入接続に用いられる。
【００７０】
　貯液ユニット１５ｃは、貯液台座１５０ｃ、貯液管１５２ｃおよび第１電極接触ユニッ
ト１５４ｃを備える。貯液台座１５０ｃは、固定端１５０１ｃと、固定端１５０１ｃに対
向する開口端１５０３ｃとを備える。固定端１５０１ｃは、収容内腔１１０ｃ内に固定接
続され、開口端１５０３ｃは、収容内腔１１０ｃ外に延出する。
【００７１】
　具体的に、開口端１５０３ｃは、固定端１５０１ｃの頂部が収容内腔１１０ｃから離間
する方向に沿って延在することで形成され、固定端１５０１ｃとともに取り囲んで第１電
極接触ユニット１５４ｃを収容するための内腔１５０５ｃを形成する。
【００７２】
　貯液管１５２ｃは、両端を貫通する中空管状をなす。貯液管１５２ｃの底端は、挿抜可
能に開口端１５０３ｃ外に嵌合され、固定端１５０１ｃの上端面に互いに当接し、第１電
極接触ユニット１５４ｃは、貯液台座１５０ｃの固定端１５０１ｃに設けられ、一方端が
固定端１５０１ｃを貫通して内腔１５０５ｃ内に延入して霧化装置３０ｃに電気的に接続
され、他方端が固定端１５０１ｃを貫通して収容内腔１１０ｃ内に延入して給電ユニット
１３ｃにおける回路板１３４ｃに電気的に接続されている。
【００７３】
　こうして、電子タバコ１００ｃの長期間使用後、利用者は、直接貯液管１５２ｃを貯液
台座１５０ｃから抜けて洗浄可能であり、電気接続部材（即ち、本具体的な実施例におけ
る第１電極接触ユニット１５４ｃ）が設けられた貯液台座１５０ｃを取り外す必要をせず
に、電気接続部材が設けられた貯液台座１５０ｃによって貯液管１５２ｃの洗浄が不便に
なることは、回避される。
【００７４】
　本具体的な実施例において、貯液管１５２ｃは、ガラス管とする。こうして、利用者が
貯液管１５２ｃ内に貯蔵されたタバコリキッドの余剰量を観察することは便利になる。第
１電極接触ユニット１５４ｃは、第１電極１５４１ｃ及び第１絶縁リング１５４３ｃを備
える。第１電極１５４１ｃは、貫通して固定端１５０１ｃの底部に設けられ、第１絶縁リ
ング１５４３ｃは、第１電極１５４１ｃと固定端１５０１ｃの間に電気隔離する。
【００７５】
　さらに、貯液ユニット１５ｃは、貯液シール部材１５０９ｃを更に備える。開口端１５
０３ｃの内腔１５０５ｃから乖離する外面と固定端１５０１ｃとの間には、装着段差１５
０７ｃが形成されている。貯液シール部材１５０９ｃは、装着段差１５０７ｃ上に支持さ
れ、貯液管１５２ｃの底端と開口端１５０３ｃの間に密封設置され、タバコリキッドが貯
液管１５２ｃと貯液台座１５０ｃとの間における隙間から流れ出ることを防止する。
【００７６】
　霧化装置３０ｃの一方端は、貯液管１５２ｃの頂端から貯液管１５２ｃ内に挿入可能で
あり、開口端１５０３ｃに取り外し可能に接続されている。霧化装置３０ｃは、上蓋３１
ｃ、接続管３２ｃ、霧化ヘッド３４ｃおよびガス調節ユニット３６ｃを備える。
【００７７】
　具体的に、上蓋３１ｃは、切り離し可能に貯液管１５２ｃの頂端を覆う。接続管３２ｃ
の一方端が取り外し可能に上蓋３１ｃに接続され、接続管３２ｃの他方端が貯液台座１５
０ｃの開口端１５０３ｃに取り外し可能に接続されている。本具体的な実施例において、
接続管３２ｃの上蓋３１ｃに接続される側には、雌ネジが設けられ、接続管３２ｃの貯液
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台座１５０ｃの開口端１５０３ｃに接続される側には、雄ネジが設けられ、対応的に、上
蓋３１ｃには、接続管３２ｃの雌ネジに係合する雄ネジが設けられ、開口端１５０３ｃの
内面には、接続管３２ｃの雄ネジに係合する雌ネジが設けられている。理解できるように
、他の幾つかの実施例において、接続管３２ｃと貯液台座１５０ｃにおける開口端１５０
３ｃとの接続方式は、他の取り外し可能な構造、例えば、突縁と係止溝の嵌合方式等が採
用されてもよいが、ここで限定しない。
【００７８】
　さらに、開口端１５０３ｃは、接続管３２ｃに係合するために、開口端１５０３ｃの頂
端の内周面が内方へ延在することにより、接続部が形成され、接続部の内径が接続管３２
ｃの外径にフィットし、接続管３２ｃの雄ネジに係合する雌ネジが接続部の内周面に設け
られている。
【００７９】
　霧化ヘッド３４ｃは、接続管３２ｃ内に嵌合され、霧化ヘッド３４ｃは、霧化ヘッドス
リーブ３４０ｃ、第２電極接触ユニット、発熱部材（図示せず）および導液部材（図示せ
ず）を備える。霧化ヘッドスリーブ３４０ｃの内腔は、吸口５０ｃに連通する霧化キャビ
ティであり、発熱部材および導液部材は、何れも霧化キャビティ内に設けられ、霧化ヘッ
ドスリーブ３４０ｃには、霧化キャビティと貯液管１５２ｃ内腔とを連通させる入液溝が
設けられ、導液部材は、入液溝を介してタバコリキッドを発熱部材に伝達する。発熱部材
は、電気駆動の下でタバコリキッドを加熱して煙霧を発生して吸口５０ｃ内に流れ出させ
る。第２電極接触ユニットは、貫通して霧化ヘッドスリーブ３４０ｃの底部に設けられ、
第１電極接触ユニット１５４ｃに接触するように設けられ、第１電極接触ユニット１５４
ｃを介して直接給電ユニット１１ｃにおける回路板１３４ｃに電気的に接続されることに
より、霧化ヘッド３４ｃへ電気駆動を与える。本具体的な実施例において、第２電極接触
ユニットは、第２電極と第２絶縁リングを備える。第２電極は、貫通して霧化ヘッドスリ
ーブ３４０ｃの底部に設けられ、第２絶縁リングは、第２電極と霧化ヘッドスリーブ３４
０ｃの間に電気隔離する。
【００８０】
　ガス調節ユニット３６ｃは、外部と霧化キャビティの間に連通し、霧化キャビティ内に
進入する気流の大きさを調節する。
【００８１】
　具体的に、ガス調節ユニット３６ｃは、通気管３６０ｃ及びガス調節リング３６２ｃを
備える。通気管３６０ｃの一方端は、上蓋３１ｃ内に挿入されて霧化キャビティに連通し
、吸口５０ｃは、挿抜可能に通気管３６０ｃ内に設けられている。
【００８２】
　ガス調節リング３６２ｃは、回動可能に通気管３６０ｃの他方端の外周に嵌合され、上
蓋３１ｃ上に支持され、ガス調節リング３６２ｃの側壁には、ガス調節溝３６２１ｃが開
けられている。対応的に、上蓋３１ｃには、ガス調節溝３６２１ｃに連通するまたはずれ
る吸気孔３１０ｃが開けられている。こうして、利用者が需要に応じてガス調節溝３６２
１ｃと吸気孔３１０ｃとの連通面積を調節することで外部空気の霧化キャビティに進入す
る量を調節することは便利になる。また、ガス調節溝３６２１ｃが調節リング３６２ｃの
側壁に設けられ、且つ調節リング３６２ｃの上端が外側へ延在して遮蔽エッジが形成され
るため、ガス調節溝３６２１ｃが外部によって汚染される可能性が低減可能であるととも
に、美観になる。
【００８３】
　また、上蓋３１ｃの内腔と通気管３６０ｃとの間における隙間には、霧化キャビティに
連通する吸気通路３６４ｃが形成され、通気管３６０ｃの内腔には、吸口５０ｃと霧化キ
ャビティとに連通する排気通路が形成される。
【００８４】
　使用時に、ガス調節溝３６２１ｃが吸気孔３１０ｃに連通したときに、外部空気は、ガ
ス調節溝３６２１ｃ、吸気孔３１０ｃ及び吸気通路３６４ｃから霧化キャビティに進入し



(13) JP 6820142 B2 2021.1.27

10

20

30

40

50

、利用者の喫煙作用の下で霧化後のタバコリキッドをつれて、通気管３６０ｃ及び吸口５
０ｃを経由して利用者の口内に進入する。ガス調節溝３６２１ｃが吸気孔３１０ｃからず
れたときに、ガス調節リング３６２ｃの内壁は、吸気孔３１０ｃ外を覆い、外部と吸気通
路３６４ｃとの連通を遮断する。
【００８５】
　本発明の実施例の電子タバコ１００ｃにおいて、電気接続部材が設けられた貯液台座１
５０ｃは、電池装置１０ｃに固定接続されて貯液管１５２ｃの下端に位置する。タバコリ
キッドを貯蔵するための貯液管１５２ｃは、挿抜可能に開口端１５０３ｃ外に嵌合される
。こうして、利用者が電気接続部材が設けられた貯液台座１５０ｃを避けて直接貯液管１
５２ｃを貯液台座１５０ｃから抜けて洗浄することは、便利になる。また、当該電池装置
１０ｃが霧化装置３０ｃに係合したとき、ユーザが１回のみの接続でも霧化装置３０ｃと
貯液ユニット１５ｃにおける開口端１５０３ｃとの接続を実施可能であり、取付が簡単で
あり且つ霧化装置３０ｃと電池装置１０ｃとの電気的な接続がより確実になる。図７を参
照し、本発明の１つの好適な実施例において、電子タバコ１００ｃは、電池装置１０ｃ、
霧化装置３０ｃおよび吸口５０ｃを備える。霧化装置３０ｃは、電池装置１０ｃと吸口５
０ｃの間に接続され、電池装置１０ｃに電気的に接続され、電池装置１０ｃの電気駆動の
下で利用者によって吸入される煙霧を発生する。
【００８６】
　実施例３：
　図１０から図１９に示されたのは、本発明の電子タバコであり、霧化ユニット１７ａと
、霧化ユニット１７ａに接続される本体部分１６ａとを備える。本実施例において、前記
霧化ユニット１７ａと本体部分１６ａの両者は、取り外し可能に接続し合う。本実施例の
１つの好適な実施形態によれば、本体部分１６ａは、一体化に設置される電池ユニット３
ａ及び貯液ユニット７ａを備える。本発明の１つの実施例によれば、電池ユニット３ａと
貯液ユニット７ａは、何れも前記ハウジング５ａ内に設けられる。具体的に、前記ハウジ
ング５ａの一方端には、空腔が設けられ、貯液ユニット７ａが当該空腔内に設けられ、貯
液ユニット７ａは、貯液キャビティ７－１ａを有する。具体的に、貯液ユニット７ａは、
カップ状をなす透明または半透明な構造を有し、例えば、透明樹脂またはガラスからなる
ことが好ましい。貯液キャビティ７－１ａの底端が第２電気接触部材７－２ａによって密
閉されることにより、タバコリキッドが貯液キャビティ７－１ａの底部から漏れ出ること
が防止される。霧化ユニット１７ａの一部が前記貯液キャビティ７－１ａ内に嵌合される
。こうして、貯液キャビティ７－１ａの上端が霧化ユニット１７ａによって密閉され、霧
化ユニット１７ａの他の部分が外部に露出して電子タバコの外見の一部を形成する。ハウ
ジング５ａにウィンドウ２０ａが更に設けられるため、ユーザがウィンドウ２０ａから貯
液キャビティ７－１ａ内のタバコリキッドの状況を観察してタバコリキッドを追加や交換
する必要があるか否かを判断することは、便利になる。
【００８７】
　前記霧化ユニット１７ａは、霧化ヘッド１０ａ、霧化管１１ａ、吸気管１２ａ、ロック
解除部材１３ａ、吸気排気分岐管１４ａ及び遮断部材１８ａを備える。吸気管１２ａの下
端と霧化ヘッド１０ａとの取り外し可能な接続は、具体的にネジ接続であってもよい。前
記吸気管１２ａの上端外側には、ロック解除部材１３ａが嵌合されている。遮断部材１８
ａは、吸気管１２ａの外側に嵌合され、吸気管１２ａとロック解除部材１３ａの間に設け
られている。吸気管１２ａの上端内側には、雌ネジが設けられ、吸気排気分岐管１４ａに
は、吸気管１２ａの上端の雌ネジに係合する雄ネジが対向するように配置され、吸気管１
２ａと吸気排気分岐管１４ａとは、雌ネジ及び雄ネジを介して接続し合う。即ち、吸気管
１２ａは、雌ネジを介して吸気排気分岐管１４ａの外側に嵌合される。吸気排気分岐管１
４ａの前記吸気管１２ａ内に位置する一方端が霧化管１１ａに緊密係合し、吸気排気分岐
管１４ａの霧化管１１ａから離間する一方端が吸口１５ａに接続される。具体的に、霧化
管１１ａの一方端が霧化ヘッド１０ａに連通し、霧化管１１ａの他方端が吸気排気分岐管
１４ａに緊密係合することにより、霧化ヘッド１０ａで形成された煙霧が霧化管１１ａか
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ら吸気排気分岐管１４ａを経由してユーザによって吸われることは可能となる。遮断部材
１８ａは、弾性を有する材質からなる。本実施例において、前記遮断部材１８ａは、ゴム
またはシリカゲル材質である。このような材質の遮断部材１８ａは、弾性および信頼性を
兼ね持つことができ、長い使用期間内で役割を果たせ、早い段階での老化現象が回避され
る。
【００８８】
　さらに、吸気排気分岐管１４ａには、取付孔１４－１ａが設けられ、吸口１５ａの一方
端が前記取付孔１４－１ａ内に挿入されるため、ユーザが吸口１５ａを交換することは便
利になる。
【００８９】
　吸気管１２ａには、止めボス１２－１ａが設けられ、前記遮断部材１８ａには、止めボ
ス１２－１ａに係合する遮断凹溝１８－１ａが設けられ、ロック解除部材１３ａには、止
め凹溝１３－１ａが設けられ、ロック解除部材１３ａを押圧して遮断部材１８ａを押さえ
ることにより、遮断部材１８ａを押しつぶさせる。遮断部材１８ａの厚みが薄くなり、止
めボス１２－１ａと止め凹溝１３－１ａとの間におけるピッチが減少するため、前記止め
凹溝１３－１ａと止めボス１２－１ａとが互いに係合する。その際、電子タバコは、ロッ
ク解除可能状態になる。所謂ロック解除可能状態とは、押圧の力を引き続き加えて他の例
えば回転の作用力を付すと、霧化ユニット１７ａを駆動可能であり、それを電子タバコの
他の部品、例えば、本体部分１６ａと分離させることができる。これにより、タバコリキ
ッドの追加または霧化ヘッドの交換等の動作が可能である。止めボスと止め凹溝との位置
が入れ替わることが可能であり、奏する技術効果も同じであることが分かるため、ここで
繰り返し説明しない。
【００９０】
　具体的に、前記電子タバコがロック状態であるとき、遮断凹溝１８－１ａは、吸気管１
２ａの止めボス１２－１ａに嵌合され、遮断部材１８ａの上部が当該止めボス１２－１ａ
にやや突起する。その際、ロック解除部材１３ａに対して下方への作用力を加えないと、
止め凹溝１３－１ａと止めボス１２－１ａとを接触させ得ないし、ひいては両者の係止も
不可能であり、ロック解除部材１３ａの回転がただのアイドリングであり、霧化ユニット
１７ａおよび本体部分１６ａの両者を分離することができない。逆に、ロック解除部材１
３ａに対して下方への作用力を加えると、ロック解除部材１３ａを回転させて取り外すこ
とが可能になる。遮断凹溝１８－１ａを設置することにより、遮断部材１８ａを止めボス
１２－１ａに嵌合可能にする。上記設置は、遮断部材を吸気管１２ａの上部とロック解除
部材１３ａの下部との間に配置することに比べ、下記の利点を有する。１）霧化ユニット
１７ａの長さが短縮され、電子タバコの空間利用率が向上する（例えば、同じ長さの電子
タバコは、霧化ユニット１７ａの長さが減少すれば、本体部分１６ａの長さが増加し、更
に本体部分１６ａの貯液量が増加する）。２）ユーザがロック解除部材１３ａに対して小
さい作用力を加えるだけで、電子タバコに対してロック解除操作を実施可能であり、ユー
ザが霧化ユニット１７ａを取り外すことは便利になる。
【００９１】
　理解できるように、他の実施例において、前記止めボス１２－１ａと止め凹溝１３－１
ａとの位置が入れ替わることが可能である。即ち、止めボス１２－１ａは、前記ロック解
除部材１３ａに設けられ、止め凹溝１３－１ａは、止めボス１２－１ａに対して吸気管１
２ａに設けられ、前記遮断凹溝１８－１ａと止めボス１２－１ａとが係合するように配置
される。
【００９２】
　本実施例において、前記ロック解除部材１３ａは、リング状をなし、ロック解除と吸気
の調節との機能を兼ね持つ。理解できるように、実際の生産需要に応じて、前記ロック解
除部材１３ａは、ロック解除機能のみを有する部品であってもよく、ロック解除およびそ
の他の機能を兼ね持つ部品であってもよい。前記他の機能は、入液の調節等であってもよ
い。
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【００９３】
　さらに、吸気管１２ａの上端寄りの周側が外方へ延在して突縁１２－２ａが形成され、
当該突縁１２－２ａは、遮断部材１８ａが下方へ移動することを防止し、遮蔽作用を果た
すこともできる。吸気管１２ａの下端と突縁１２－２ａの間には、接続部１２－３ａが形
成され、当該接続部１２－３ａの外径は、吸気管１２ａの下端の外径より大きく、接続部
１２－３ａの外周には、接続ネジが設けられ、前記霧化ユニット１７ａは、当該接続ネジ
を介して本体部分１６ａにネジ接続される。
【００９４】
　さらに、霧化ヘッド１０ａの底部には、第１電気接触部材１０－１ａが設けられ、霧化
ユニット１７ａは、第１電気接触部材１０－１ａを介して本体部分１６ａに電気的に接続
されている。
【００９５】
　前記本体部分１６ａは、電池ユニット３ａと、電池ユニット３ａに一体化して設置され
る貯液ユニット７ａとを備える。
【００９６】
　前記貯液ユニット７ａ内には、貯液キャビティ７－１ａが設けられ、吸気管１２ａの一
部が延入して貯液キャビティ７－１ａ内に収容され、霧化ヘッド１０ａも貯液キャビティ
７－１ａ内に収容される。貯液ユニット７ａの電池ユニット３ａに近い側には、第２電気
接触部材７－２ａが設けられている。霧化ユニット１７ａが本体部分１６ａに取り付けら
れたとき、第２電気接触部材７－２ａは、第１電気接触部材１０－１ａに電気的に接続さ
れる。貯液ユニット７ａは、電池ユニット３ａに締り嵌めされるネジリング９ａを更に備
え、ネジリング９ａが吸気管１２ａの接続ネジに係合し、ネジリング９ａが貯液キャビテ
ィ７－１ａの上端に設けられ、当該ネジリング９ａを介して電池ユニット３ａを霧化ユニ
ット１７ａにネジ接続可能である。
【００９７】
　電池ユニット３ａは、ハウジング５ａと、ハウジング５ａ内に収容される電池１９ａと
、ハウジング５ａ内に取り付けられる回路基板ユニットホルダ６ａと、回路基板ユニット
ホルダ６ａに取り付けられる回路基板ユニット４ａと、ハウジング５ａの末端に取り付け
られる電池パッド２ａと、ハウジング５ａに締り嵌めされる電池底蓋１とを備える。ネジ
リング９ａが吸気管１２ａの接続ネジに係合して、本体部分１６ａ及び霧化ユニット１７
ａの両者をネジ接続する。
【００９８】
　理解できるように、他の実施例において、電池ユニット３ａと貯液ユニット７ａとは、
ネジ接続、嵌合接続等が採用される。
【００９９】
　組立時に、通気管は、吸気排気分岐管１４ａに締り嵌めされ、吸口１５ａの一方端が吸
気排気分岐管１４ａの取付孔１４－１ａ内に挿入されて遮断部材１８ａを吸気管１２ａに
嵌合することにより、遮断凹溝１８－１ａが止めボス１２－１ａに引っ掛かる。ロック解
除部材１３ａが吸気管１２ａの上端に置かれ、吸気排気分岐管１４ａと吸気管１２ａとが
ネジ接続され、霧化ヘッド１０ａと吸気管１２ａとがネジ接続されることにより、霧化ユ
ニット１７ａが形成される。ネジリング９ａがハウジング５ａに締り嵌めされ、回路基板
ユニット４ａが回路基板ユニットホルダ６ａに取り付けられて、回路基板ユニット４ａに
おけるリード線をそれぞれ電池ユニット３ａ及び貯液ユニット７ａに溶接し、溶接された
回路基板ユニット４ａ、回路基板ユニットホルダ６ａと貯液ユニット７ａをハウジング５
ａ内に置き、その後、電池１９ａを電池ユニット３ａのリア部内に置いて、最後に電池底
蓋１をハウジング５ａに締り嵌める。こうして、本体部分１６ａとして組み立てられる。
【０１００】
　使用中において、霧化ユニット１７ａを回動させて本体部分１６ａから取り外す必要が
あるとき、まず、下方（即ち、本体部分１６ａへ向かう方向）へロック解除部材１３ａを
押圧し、ロック解除部材１３ａで遮断部材１８ａを押さえることにより、遮断部材１８ａ
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を弾性変形させる。その後、ロック解除部材１３ａを引き続き押圧して、止め凹溝１３－
１ａと止めボス１２－１ａとを係止させる。その際、ロック解除部材１３ａを回動すると
、霧化ユニット１７ａ全体は回動する。即ち、本発明の電子タバコは、下方への「押圧」
及び「回転」というの２つの操作が相次いでロック解除部材１３ａに作用しないと、霧化
ユニット１７ａを本体部分１６ａから取り外すことができない。これにより、大人ユーザ
は、取扱書または他の資料を読んで上記操作手順を知った後、霧化ユニット１７ａと電池
１９ａとをどのように分離するかが分かり、注液または霧化ヘッド１０ａの交換の操作を
実施可能である。そして、当該操作が簡単であり、電子タバコの多数の部品を取り外す必
要がない。子供にとっては、当該霧化ユニット１７ａの取り外し操作が簡単な回転または
押圧にて実施されるものではなく、２種の操作の特定の組み合わせしか実現できないもの
であり、更に当該取り外し操作が特定の部品（即ち、前記ロック解除部材１３ａ）に作用
する必要があるため、子供が知ることができないまたは知ること自体が困難である。これ
により、子供のタバコリキッドに対する触れや誤食が回避され、良好な子供防護効果を奏
する。
【０１０１】
　ロック解除中において、ユーザがロック解除部材１３ａに対して下方へ加える作用力を
停止した時、遮断部材１８ａ自身の弾性が回復して止め凹溝１３－１ａと止めボス１２－
１ａとを分離させる。その際、ロック解除部材１３ａをどんなに回転させても、アイドリ
ングであり、霧化ユニット１７ａを本体部分１６ａから取り外すことができない。こうし
て、電子タバコは、ロック状態に復帰する。
【０１０２】
　本発明の実施例の電子タバコ１００ｃにおいて、電気接続部材が設けられた貯液台座１
５０ｃは、電池装置１０ｃに固定接続されて貯液管１５２ｃの下端に位置する。タバコリ
キッドを貯蔵するための貯液管１５２ｃは、挿抜可能に開口端１５０３ｃ外に嵌合される
。こうして、利用者が電気接続部材が設けられた貯液台座１５０ｃを避けて直接貯液管１
５２ｃを貯液台座１５０ｃから抜けて洗浄することは、便利になる。同時に、当該電池装
置１０ｃが霧化装置３０ｃに係合したとき、ユーザが１回のみの接続でも霧化装置３０ｃ
と貯液ユニット１５ｃにおける開口端１５０３ｃとの接続を実施可能であり、取付が簡単
であり且つ霧化装置３０ｃと電池装置１０ｃとの電気的な接続がより確実になる。
【０１０３】
　上述した実施例は、単に本発明の幾つかの実施形態を示し、その記述が具体的、且つ詳
細であるが、本発明の特許範囲に対する制限として理解されるべきではない。なお、当業
者であれば、本発明の発想を逸脱しない限り、様々な変形や改良が可能であり、何れも本
発明の保護範囲に含まれる。故に、本発明の特許の保護範囲は、添付する請求項に準ずる
ものである。
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